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半田市内の河川における外来魚の生息状況と在来魚に及ぼす影響
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１．はじめに
　近年，人間活動により山，川，海などの開発が急速に

進んでいる．それらの開発による環境汚染，環境破壊は

深刻なもので，数多くの動物の絶滅や生息場所の減少・

個体群の縮小などが発生し，その現象は増加する傾向に

ある．例えば，1999年に環境庁（現　環境省）から発表

された日本の絶滅の恐れのある野生生物のリスト（レッ

ド・リスト）には，淡水魚の全生息種数の１/３近い種

数（約80種）が掲載されている．一方，食用，観賞用，

スポーツフィッシングの対象などの目的で，日本に侵入

定着した外来魚は，国内移殖や密放流などの手段を通し

て，わが国の河川・湖沼水系に分布を広げ，現在では30

種を超えるといわれている１）．

　こうした外来魚の中で，1900年初頭から日本への移

入が確認されているカワマス（Salvelinus fontinalis），

タイワンドジョウ（Channa maculata）やカムルチ

ー（Channa argus）などに加え，1920年代以降には，

オオクチバス（Micropterus salmoides），ブルーギル

（Lepomis macrochirus）などの魚食性外来魚が移入して，

分布域を拡大し，河川・湖沼の在来魚群集と自然生態系

に大きな影響を与えている１）．さらに1990年代には，オ

オクチバスの分布が全国各地に広がっていることが確認

され，同属のコクチバス（Micropterus　dolomieu）の

侵入も確認されるとともに，各地で水域の生態系が大き

く変容した事例が，新聞，ニュースでも取り上げられ，

社会問題になっている２）３）．

　愛知県半田市では，半田市生物調査部会を中心として，

1979年から市内の川や池に生息する水生生物（魚類・水

生昆虫・水生植物）の調査がおこなわれており，近年，

半田市内の河川にも外来魚が侵入定着していることが確

認されている４）．

　そこで，本研究では，半田市内の河川を対象として外
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来魚の生息状況を現地調査により明らかにするとともに，

半田市生物調査部会による過去データを解析することに

より，その推移を調査した．さらに，外来魚による在来

魚への影響についても考察をおこなった．

２．材料と方法
2.1　調査地
　現地調査は，2002年７月から８月にかけて，半田市生

物調査部会による過去のデータ蓄積が最も多い以下の４

ヶ所でおこなった．

　一ヶ所目の調査地は，稗田（ひえだ）川昭和橋付近

（以下稗田川）（図１a）で，下流に海水の浸入を阻止す

る堤がないため，満潮時に海水が浸入する汽水域であ

り，川底にはヘドロがたまり，透明度も低い状態であ

った．この場所は他の３ヶ所に比べ有機物による汚れ

の指標となる化学的酸素要求量CODが高く，浮遊物質

量（SS）も魚類の生息に適するとされる50㎎/ℓ以下を

大きく超える場合があると報告されている４）．二ヶ所目

図 1　調査地の位置と様子　（a: 稗田川昭和橋付近，b: 阿久比川島田橋付近，c: 矢勝川高田橋付近，d: 神戸川小坂橋付近）

a b

c d
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の調査地は，阿久比川島田橋付近（以下阿久比川）（図１

b）で，一ヶ所目と同様に汽水域であるが，川底は砂と

泥で透明度が高く，他の３ヶ所に比べ川幅が広かった．

三ヶ所目の調査地は，矢勝（やかち）川高田橋付近（以

下矢勝川）（図１c）で，下流に堤があるため淡水域であ

り，川底は泥で透明度は低かった．四ヶ所目の調査地は

神戸（ごうど）川小坂橋付近（以下神戸川）（図１d）で，

堤の下流・上流を含む場所で，堤の下流は汽水域，上流

は淡水域であった．また，川底は砂と泥で透明度は低く，

生活排水の流入により河川の水が泡立っており，洗剤の

濃度の指標となる陰イオン界面活性剤量は他の３ヶ所に

比べて圧倒的に高いと報告されている４）．

2.2　魚類捕獲調査の方法
　魚類捕獲調査は，稗田川で2002年７月27日に，阿久比

川で８月６日に，矢勝川で８月８日に，神戸川で８月９

日におこなった．投網，タモ網，刺し網，モンドリを使

い，各調査地とも約10人で午前９時から約１時間30分間

おこなった．投網は各調査地点で20回程度おこなった．

捕獲した魚類については現地で図鑑５）を用いて種を同

定し，それぞれの種の捕獲頻度を，０─捕獲されない，

１─若干生息する，２─生息する，３─多数生息する，

として記録した．なお，調査は半田市生物調査部会に同

行しておこなった．

2.3　魚類生息状況の経年変化のデータ解析
　外来魚の生息状況の推移と外来魚による在来魚への

影響を調べるため，半田市生物調査部会によっておこな

われてきた半田市内の河川での1994～2002魚類捕獲デー

タを基に，主要な外来魚種および在来魚種の捕獲頻度を

河川ごとに時系列にグラフ化した．対象とした魚種は，

2002年の現地調査で捕獲された外来魚種と1999年のレッ

ドリストで絶滅危惧種Ⅱ類にランクされたメダカおよび

メダカを除く，各河川のこの９年間の捕獲頻度の上位４

種の在来魚とした．

３．結果と考察
3.1　半田市内の河川に生息する外来魚とその生態
　現地調査の結果，オオクチバス（図２），ブルーギル

（図３），カダヤシ（Gambusia affinis）（図４）の３種の

外来魚が生息していることが明らかになった．以下に，

それらの魚類の生態の概要を記す．オオクチバスは，北

アメリカ原産で，日本には1925年にアメリカのオレゴン

州から神奈川県の芦ノ湖に移殖された．その後，放流が

繰り返され，現在では日本各地に分布している．全長約

図 2　神戸川で捕獲されたオオクチバス
　　（2002 年 8月 9日：岸田撮影）

図 3　阿久比川で捕獲されたブルーギル
　　（2002 年 8月 6日：岸田撮影）

図 4　阿久比川で捕獲されたカダヤシ
　　　（2002 年 8月 6日：岸田撮影）
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300～500㎜で，食性は稚魚期には動物プランクトンを食

べ，全長約50㎜を超えるころに魚食性に転換する５）．ブ

ルーギルは，北アメリカ中東部原産で，日本には1960年

に移入された．全長約250㎜で，食性は雑食性で，成魚

になるとエビ類，他の魚類の稚魚，魚卵も摂食する５）．

カダヤシは，北アメリカ東南部原産で，20世紀初頭に世

界各地に移殖･放流され，日本には1916年に移入され，

東京から徳島に移殖されたものが各地に広がった．全長

は雄が約30㎜，雌が約50㎜で，稚魚は小型の植物プラン

クトンを摂食する．成魚は半底生ないし付着性の動物，

植物を摂食する５）．

3.2　半田市内の河川における外来魚および在来魚の
　　 生息状況
　稗田川で捕獲された外来魚はカダヤシのみで，捕獲頻

度は３であった（表１）．在来魚を含めて捕獲できた魚

類は５種と最も少なかった．これは，他の河川に比べて

有機物質や浮遊物質の量が多く４），多くの魚類の生息に

適さなかったためと考えられる．阿久比川で捕獲された

外来魚は，捕獲頻度２のカダヤシと，捕獲頻度１のブル

ーギルの２種であった．９種の魚類が捕獲され捕獲頻度

も比較的高かった．これは，ここが他の３河川に比べ透

明度が高い４）など，魚類の生息に適した環境であった

ためと考えられる．矢勝川で捕獲された外来魚は，カダ

ヤシのみで捕獲頻度は３であった．また，８種の魚類が

捕獲されたが，他の３河川で捕獲された海水や汽水に生

息するボラ５）は捕獲されなかった．これは，ここが唯

一淡水域であることと関係していると思われる．神戸川

で捕獲された外来魚は，オオクチバスのみで捕獲頻度は

１であった．捕獲された魚種は11種と最も高かったが，

科　　名 種　　　　名　（学名) 稗田川 阿久比川 矢勝川 神戸川

アユ科 アユ（Plecoglossus altivelis altivelis） 　 　 　 ＊

コイ科 タモロコ（Gnathopogon elongatus elongatus） 　 　 ＊＊ ＊＊

モツゴ（Pseudorasbora parva） ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

フナ（Carassius auratus） ＊ ＊＊ 　 ＊＊

コイ（Cyprinus carpio） 　 　 ＊ ＊＊

ドジョウ科 ドジョウ（Misgurnus anguillicaudatus） 　 　 　 ＊

ウナギ科 ウナギ（Anguilla japonica） 　 ＊ ＊ 　

メダカ科 メダカ（Oryzias latipes） 　 ＊＊＊ ＊＊ 　

カダヤシ科 カダヤシ（Gambusia affinis） ＊＊＊ ＊＊ ＊＊ 　

ボラ科 ボラ（Mugil cephalus cephalus） ＊＊＊ ＊＊ 　 ＊＊

バス科 オオクチバス（Micropterus salmoides） 　 　 　 ＊

ブルーギル（Lepomis macrochirus） 　 ＊ 　 　

ハゼ科 ヨシノボリ（Rhinogobius sp.OR） ＊ 　 ＊ 　

ゴクラクハゼ（Rhinogobius giurinus） ＊

マハゼ（Acanthogobius flavimanus） 　 ＊ 　 ＊

チチブ（Tridentiger obscurus） 　 ＊ ＊ 　

ヌマチチブ（Tridentiger brevispinis） ＊

捕 獲 種 数 5 9 8 11

表 1　2002 年の調査における半田市内の河川の魚類生息状況

注）　　　は外来魚であることを示す．　　＊は捕獲頻度１、＊＊は捕獲頻度２、＊＊＊は捕獲頻度３を示す．
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捕獲頻度が低い種が多かった（表１）．これは，この河

川が汽水と淡水という異なる環境を有するため種数は多

く生息していたが，洗剤等の生活排水の流入４）により

生息できる個体数は少ないものと考えられる．

　現地調査により2002年時点では，半田市内の河川で確

認された外来魚は，オオクチバス，ブルーギル，カダヤ

シの３種で，全ての河川で外来魚が捕獲された．そのう

ち阿久比川，神戸川の二つの河川では，肉食性の外来魚

であるオオクチバス，ブルーギルが捕獲された．しかし，

捕獲頻度はオオクチバス，ブルーギルともに１であり，

大量に繁殖している状況ではなかった．カダヤシについ

ては，３つの河川で捕獲され捕獲頻度も平均的に高かっ

たことから，半田市内の河川で多く繁殖しているものと

考えられた．

　在来魚については，モツゴ（Pseudorasbora parva）

はすべての河川で捕獲され，ボラ（Mugil cephalus 

cephalus）は汽水域を含むすべての河川（３河川）で

捕獲された．また，フナ（Carassius auratus）も３河

川で認められた．メダカ（Oryzias latipes），タモロコ

（Gnathopogon elongatus elongatus），コイ（Cyprinus 

carpio）も複数河川で比較的多く捕獲された．一方，

かつては半田市内の河川にも多く生息していたとさ

れるアユ（Plecoglossus altivelis altivelis）やウナギ

（Anguilla japonica）４）も確認されたが，捕獲頻度は低

かった（表１）．

3.3　外来魚捕獲頻度の推移
　1994～2002年の９年間の外来魚捕獲頻度の推移を図５

にまとめた．オオクチバスは矢勝川では捕獲されておら

ず，1997年まではどの河川でもほとんど捕獲されていな

かったが，1998年から増加しはじめ，2002年の捕獲量は

少なかったものの，2000年，2001年には大量に捕獲され

るようになった．したがって，オオクチバスは，近年増

加傾向にある外来魚であるといえる（図５）．一方，ブ

ルーギルは，矢勝川では捕獲されていないが，1999年を

除く全ての年で捕獲されており，捕獲頻度も平均的に高

く，比較的毎年安定して捕獲されている外来魚だといえ

る（図５）．カダヤシは，神戸川では捕獲されていないが，

2002年では二つの河川で捕獲頻度３，一つの河川で捕獲

頻度２というように，捕獲される年は複数河川で高い頻

度で捕獲される傾向がある（図５）．

　他にカムルチーとタイリクバラタナゴ（Rhodeus 

ocellatus ocellatus）の２種の外来魚が過去に捕獲され

ているが４），近年はほとんど捕獲されていない．

　外来魚の生息は人為的放流履歴の有無に強く依存する

と考えられ，河川によって捕獲されない（生息しない）

種はあるものの，半田市内の河川ではオオクチバス，ブ

ルーギル，カダヤシの３種の定着が進んでいると考えら

れた．

3.4　外来魚の増加による在来魚への影響
　河川ごとの外来魚・在来魚の捕獲頻度を図６にまと

めた．外来魚の中でオオクチバスは強い魚食性を持ち，

水域の魚類群集を大きく変化させる事例が各地で報告

されている６）７）８）．半田市内の河川においてもオオク

チバスが近年増加傾向にあることから，在来魚への影響

を河川ごとにみていく．稗田川では，オオクチバスの捕

獲頻度が最も高い2001年にモツゴの捕獲頻度が１に減少

した一方，オオクチバスの捕獲頻度が０に減少した2002

年にはモツゴの捕獲頻度は２に増加している．また，フ

ナにも同様の傾向が認められる（図６）．しかし，デー

タ数が少なく，この在来魚の増減がオオクチバスの影響
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図５　半田市内の河川における外来魚の生息状況の推移
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図６　半田市内の河川における河川ごとの外来魚および在来魚の生息状況の推移
　（在来魚：　　 ，外来魚：　　　，＊が記されている年は調査が実施されていないことを意味する）

によるものかは断定できない．阿久比川では，オオクチ

バスの捕獲頻度が低く，同一流域である矢勝川では，オ

オクチバスが捕獲されていない（図６）ため，この２河

川におけるオオクチバスの在来魚への影響は評価できな

い．神戸川では，1999～2000年にかけてのオオクチバス

の増加に伴いモツゴの捕獲頻度が減少した一方，2001～

2002年のオオクチバスの減少に伴いモツゴの捕獲頻度は

増加している（図６）．このことから，オオクチバスが

モツゴの生息に負の影響を及ぼしている可能性が高い．

また，オオクチバスが増加をはじめた1999年からヨシノ

ボリ（Rhinogobius sp.OR）が減少をはじめ，オオクチ

バスが最も多く捕獲された2000年の翌年以降ヨシノボリ

は捕獲されていない．このことから，ヨシノボリに対す

る負の影響もあるかもしれない．これらのことから，と

くに４年間連続してオオクチバスが捕獲されている神戸

川では，モツゴ，ヨシノボリの生息に負の影響を与えて

いることが示唆された（図６）．高橋（2002）７）や中井

（2001）８）は，コイ科魚類が優占する水域におけるオオ

クチバスの捕食によるタナゴ類，モツゴ類の減少を指摘

している．一方，大谷・菊川（1980）９）は，ヨシノボ

リの断続的な泳ぎの特徴から捕食が容易なためオオクチ

バスの主要な餌資源となっていることを示唆している．

以上のことを考慮すると，タナゴ類がほとんど生息して

いない半田市内の河川では，モツゴ，ヨシノボリに負の

影響を及ぼした可能性が考えられる．

　一方，カダヤシは胎生メダカ科に属し，侵入先の在来

メダカを直接攻撃することにより餌の摂食や産卵を阻害

したり，稚魚を捕食したりすることが知られており10），

北アメリカでは，在来のメダカを激減させたことが報

告されている11）．また日本でも，止水域ではカダヤシの

侵入により在来のメダカが激減したという報告がある10）

が ,河川においてはその影響は明らかではない．そこで，

両種の捕獲頻度からカダヤシのメダカに及ぼす影響につ

いてみていくと，全体的に，捕獲頻度，生息河川数はカ

ダヤシに比べメダカの方が優占している（図６）．また，

2002年の調査結果では，カダヤシがこれまで捕獲されて

いない神戸川を除いてカダヤシが急増しているがメダ

カが減少しているとはいえず，半田市内の河川でのカダ

ヤシ増加によるメダカへの負の影響は確認されなかった

（図６）．メダカはカダヤシに比べ河川の流れに対する抵

抗性が強いとされており10），河川においては止水域に比

べ，カダヤシのメダカに対する影響は小さいかもしれな

い．

４．まとめ
　半田市の河川では2002年の時点で，オオクチバス，ブ

ルーギル，カダヤシの３種の外来魚が繁殖していること

がわかった．一方，かつて生息していたカムルチー，タ

イリクバラタナゴの生息は確認できなかった．その推移

をみると，オオクチバスは1999年ごろから増加傾向にあ

ると思われた．また，ブルーギル，カダヤシも安定して

捕獲されており，半田市内の河川に定着しているといえ

る．

　外来魚による在来種への影響については，カダヤシの

増加によるメダカへの影響は確認されなかったが，オオ

クチバスの増加はとくに半田市内の河川における主要な

在来魚の一種であるモツゴの個体数減少を引き起こして

いる可能性が示唆された．オオクチバスがこのまま増加
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を続けた場合，在来魚種への影響がより顕著になる可能

性が考えられる．
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